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一、新竹サイエンス

パークの設立

産業高度化のニーズ
1980年代、台湾は産業構造転換の課題に直面し、政

府は新竹にサイエンスパークを設立してハイテク産

業の発展を推進し、国家の競争力を高めるとともに

、低技術産業の限界から脱却しようとしました。

学術研究資源の統合
新竹には、清華大学や交通大学といったトップレベル

の大学や、工業技術研究院などの研究機関が集積して

おり、サイエンスパークの設立によって学術・研究資

源の統合が図られ、産学連携が促進されています。

地理・政策の優位性
新竹は台北に近く、交通の便に恵まれており、政府

は税制優遇や研究開発補助を提供することで、海外

人材の回帰や外国資本の誘致を促し、ハイテク産業

の発展を加速させています。



二、新竹サイエンスパークの

発展状況(1980-2025)

1政府主導
国家科学技術会議（国科会）が先進的

な科学技術政策を策定し、税制優遇や

インフラ整備を通じて、イノベーショ

ンに適した環境を創出しています。

2 産業の生産額が突破
年間売上高は1983年の30億台湾ドルか

ら2024年には1.5兆台湾ドルに達し、そ

のうち集積回路が1.08兆台湾ドル（72

％）を占めています。

3六大産業
集積回路、コンピュータおよび周辺機器

、光電、精密機械、通信、バイオ医療。

先進プロセスの研究開発と拡張が継続

的に行われており、2ナノメートルプロ

セスは新竹に拠点を置き、世界的な競

争優位を強化しています。

4 研究開発費
1988年は192億台湾ドルから2023年には

4,354億新台湾ドルに増加し、売上高に占

める割合は5％から9％に上昇しました（

2023年時点）。5就業人口
1980年代初期には5,000人未満であっ

た就業人口が、2024年には17万人を超

え、地域経済の発展と人材の集積を促

進しています。



三、新竹地域における人口と産業の発展比較（1984-2024）

45.9%
人口増加率

1984年30.9万人，2024年45.1万人

14.2万人増加

183%
企業数の成長

4,517社→ 12,789社

115%
就業人口の増加

78,345人→ 168,642人

444%
生産総額の成長

1,254億台湾ドル→ 6,819億台湾ドル

56.8%
人口増加率

1984年36.8万人，2024年57.7万人

20.9万人増加

198%
企業数の成長

5,265社→ 15,702社

147%
就業人口の増加

92,483人→ 228,470人

689%
生産総額の成長

1,583億台湾ドル→ 12,493億台湾ドル



四、新竹県の優位産業分析
立地係数（Location Quotient, LQ）分析は、新竹県の各町村における特定産業の専門化度および競争優位性を示しています。

**LQ値が1より大きい ** -これは該当産業が特定の町村で専門的に集中しており、全国平均を上回る優位性を持っていることを示します。新竹県の各町村は異なる産業特色を

発展させ、完結した地域産業のエコシステムを形成しています。

竹北市-半導体産業

竹東鎮-精密光学部品

湖口鄉-電子部品製造

新豐鄉-情報通信機械器具製造業

芎林鄉-精密機械

寶山鄉-半導体材料

關西鎮-バイオ医療

橫山鄉-グリーンエネルギー技術

産業集積地の発展特性

研究開発とイノベーションの力

新竹県の研究開発投資額は売上高に占める
割合が9.2％で、全国平均の2.8％を上回っ
ています。

高度人材密度

1,000人あたりの科学技術研究開発人員数は

全国平均の3.6倍です。

産業クラスター効果

サプライチェーンの現地化率は65％に達し、

関連産業が共に発展しています。



五、成功の鍵となる要素：産業クラスターと産学連携



六、隠れた推進力：生産者サービス業の発展

（1984年〜2024年）
Location Quotien ＞1

金融・保険業

(LQ値：1.32)

1980年代末期から発展を始め、ハイテク産

業の成長に伴い、ハイテク企業に特化した

金融サービスが次第に形成され、企業の資

金調達やリスク管理などの金融サービスを

提供するようになりました。

情報サービス業

(LQ値：1.78)

1990年代中期頃から急速に成長し、ハイテ

ク産業を支援するITシステムの構築、ソフ

トウェア開発、デジタルトランスフォーメ

ーション（DX）などのサービスを提供し、

地域競争力の重要な源となりました。

専門的科学技術サービス

業(LQ値：1.65)

2000年代初期に急速に発展し、研究開発

、設計、テスト、知的財産権、コンサル

ティングなどの知識集約型サービスを提

供することで、企業のイノベーション能

力の向上を支援しています。

企業本社および経営コンサル

ティング業 (LQ値：1.25)

2010年代から顕著な成長を遂げ、企業の経

営戦略、組織構造、業務プロセスの最適化

を支援し、産業の高度化および国際化を促

進しています。



七、産業発展にもたらすメリットと課題

メリット

⮚ 経済成長：地域のGDPは年間5.8％の成長を遂げてお

り、全国平均を上回っています。

新竹のハイテク産業は台湾のGDPの15％以上を占めており、関連産

業の発展を牽引しています。

⮚ 雇用機会：ハイテク産業の平均給与は全国平均より

34％高くなっています。
2024年の新竹の失業率はわずか2.1％で、全国からの人材流入を引き付

けています。

⮚ インフラ整備：過去10年間で1,200億元以上を投資し

ています。
高速鉄道駅の開発、サイエンスパークの道路および公共施設の更新を含

みます。

⮚ 国際化：外資投資の累計額は500億米ドルを超えて

います。

国際人材はサイエンスパークの従業員の8.5％を占めており、地域の競

争力を高めています。

課題

⮚ 住宅価格の高騰：住宅価格と所得の比率が15倍に達

し、全国で最も高い水準です。
この10年間で住宅価格は120％以上上昇し、若年層の住宅購入率は28

％減少しました。

⮚ 交通渋滞：ピーク時の平均車速はわずか時速18キ

ロメートルです。
サイエンスパーク周辺の道路の多くはサービスレベルE（Level of 

Service, LOS）であり、通勤時間が35％増加しています。

⮚ 資源不足：年間平均降雨量が12％減少し、水不足

のリスクが高まっています。
サイエンスパークの1日あたりの用水量は17万トンであり、工業

用水のリサイクル率を85％まで引き上げる必要があります。

⮚ 教育の負担：学校用地が深刻に不足しており、25

ヘクタールの不足があります。
学齢人口は10年間で23％増加しており、既存の校地はすでに飽和状

態で、新たな校区の建設が困難となっています。



八、中央政府の対策：桃竹竹苗

グレートシリコンバレー計画

住宅・交通対策
• 住宅計画：5年以内に1万5,000戸の手頃な価格住宅を建設し、ハイテク人材に家賃補
助を提供するとともに、初めて住宅を購入する人向けのローン金利を2.3％に設定し
ます。

• 380億台湾ドルを投入して地下鉄や鉄道路線を建設し、サイエンスパーク通勤バスの

便数を50％増加させ、スマート交通システムを構築。

産業空間計画
• テクノロジー回廊：5つの衛星園区を設立し、ハイテク産業の分散させることで地域

間の発展バランスを保ち、一極集中の負担を軽減。

資源・施設対策
• 水資源：新たに2つのダムと海水淡水化施設を建設し、工業用水の再利用率を2028

年までに90％に引き上げる目標。

• グリーンエネルギー：300MW（メガワット）規模の太陽光および風力発電設備を整

備し、園区のエネルギー自給率を25％に向上。

教育・人材対策
• 国際教育：3校の国際学校と5校のバイリンガル学校を設立し、受け入れ能力を45％

増強、国際的人材の誘致を促進。

• 産学連携：企業と大学の協力を促進するために10億台湾ドルの補助金を投じ、年間

3,000名のハイテク人材を育成。



九、新竹県国土計画：産業の発展軸

ハイテク産業発展軸
竹北市、竹東鎮、芎林鄉、寶山鄉

半導体およびハイテク産業の集積

農業・観光・レジャー軸
新埔鎮、關西鎮、橫山鄉、北埔鄉、峨眉鄉

有機農業とエコツーリズムの中心地

エコロジー景観保護軸
五峰鄉、尖石鄉

自然資源の保全と先住民族文化の継承

伝統工業の転換軸
新豐鄉、湖口鄉

伝統製造業の改革とレベルアップ

海岸沿いのスローライフ遊憩軸

竹北市、新豐鄉
海岸沿いの休暇活動とサステナブルな発展

新竹県は地域の特性に基づいて5つの主要な発展軸を計画し、バランスの取れた発展を促進しています。



（一）新竹県の産業園区の発展状況

政府主導による産業園区

2
カ所

31.25
総面積(ヘクタール)

民間による開発の産業園区

14
カ所

240.97
総面積(ヘクタール)



（二）政府主導による産業園区（いずれも誘致完了）
AIスマートパーク（2021）

• 園区面積：12.61ヘクタール
• 入居企業数：4社

• 就業人口：約4,000人
• 年間生産額：約1,000億台湾ドル

湖口鳳山工業区（2021）
コンピューター、通信および電子製品製造業、電子部品製造業、精

密機械・光学機器製造業

• 園区面積：18.3ヘクタール

• 入居企業数：19社

• 就業人口：約2,900人

• 年間生産額：約290億台湾ドル

5G、AI、IoT、モビリティ、スマート医療などの産業が進出しています。

著名な企業としては、Accton（智邦）、Wistron（緯創）、ELAN 

Microelectronics（義隆）、PBF（普生）などが新竹に拠点を構えています

。



（三）民間の産業園区

14
申請案件

2024年5月時点での民間による新規

産業園区申請総数

240.97
総面積(ヘクタール)

民間産業園区申請による総開発面積

147.77
産業用地(ヘクタール)

産業利用可能な土地面積の計画面積



1.既に承認された民間産業園区の事例

案件 頌林新経済産業園区

承認日 2024/04/25

用地面積 20.69ヘクタール

開発主体 民間事業

産業分類
テクノロジーサービス、クリエイ

ティブな研究開発と支援型産業



案件 經典科技產業園区

承認日 2024/05/15

用地面積 15.89ヘクタール

開発主体 民間事業

産業分類
金属・コンピュータ・機械製

造業およびテクノロジーサー

ビス

2.既に承認された民間産業園区の事例



十、新竹の経験に学ぶ：熊本の産業発展への提言

政府政策と
サイエンスパークの計画

半導体専用区画を計画し、産学

連携を促進するためのイノベー

ションセンターを設立。税制優

遇措置や用地補助を提供し、主

要企業を誘致してサプライチェ

ーンを構築する。

人材育成とイノベーショ

ン・エコシステムの構築
大学が関連学部を設置して人材

を育成し、企業インターンシッ

プ制度を構築。インキュベーシ

ョンセンターおよび投資ファン

ドを設立し、異業種間の技術統

合を促進する。

生産者向けサービス

産業の発展
IC設計やウェーハテストなどの

技術支援を提供するため、専門

サービス産業の集積地を構築し

、国内の技術サービス企業を育

成することで、重要な技術の研

究開発能力を強化する。

企業向けサービスのワンス

トップ窓口の設置

ワンストップの投資相談および

審査サービスを提供するため、

統合型行政サービスセンターを

設置し、専門的なコンサルティ

ングチームを配置して、企業の

進出手続きを簡素化する。



十一、台日協力の機会—米国関税政策への対応

地域サプライチェーンの統

合多様化の生産拠点の構築

技術開発の共有

製品競争力の向上

物流ネットワークの最適化

貿易コストの削減

連携による市場開発

輸出リスクの分散

アメリカの関税政策の変動に直面し、台湾と日本は地域サプライチェーンの統合を強化し、代替市場の共同開発を推進することで、柔軟

な生産拠点および研究開発センターを構築すべきです。技術協力と資源共有を通じて産業のレジリエンスを高め、単一市場への依存度を

低減することで、グローバルな貿易環境の変化に共同で対応し、より安定した経済発展モデルを創出します。



Thank you for your attention

有閒來尞
お時間があれば、ぜひ遊
びにいらしてください新竹県政府産業発展処 Wang, Jun-Yao

9345565@hchg.gov.tw
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